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Press Release 

2020年 4月 28日 

アステラス製薬とハーバード大学 

戦略的研究提携体制を構築 
-さまざまな治療分野におけるアステラス製薬の創薬研究および 

ハーバード大学の生物医学研究を推進- 

 

アステラス製薬株式会社（本社：東京、代表取締役社長 CEO：安川 健司、以下「アステ

ラス製薬」）と Harvard University（所在地：米国マサチューセッツ州、President: Lawrence 

Bacow, Ph.D.、以下「ハーバード大学」）は、相互に関心のある革新的治療薬ならびに技

術に関する研究開発に向けた戦略的研究提携体制（期間：3 年間）を構築すべく提携いた

しました。本研究提携に基づき、ハーバード大学発の複数の研究プロジェクトを支援するこ

ととなります。 

アステラス製薬の研究領域に関連する複数の「課題」 をハーバード大学へ提起し、ハー

バード大学教職員からの研究提案を募集します。その後、アステラス製薬はそれらの研究

提案を科学的根拠や患者さんへ提供できる価値の大きさに基づいて選考し、支援を行う研

究プロジェクトを決定します。疾患の背景にある生物学的メカニズムに関する初期調査から、

創薬標的の特定、新しい治療薬の創製とその検証に至るまで、さまざまな研究開発段階の

研究プロジェクトが対象となることが想定されます。 

ハーバード大学 Office of Technology Developmentの戦略的パートナーシップ担当マ

ネージングディレクターである Vivian Berlinは、「産学連携は、生物医学的発見を前進させ、

有望な新しい治療法を可能な限り開発していくために不可欠です。アステラス製薬との本

研究提携は、ハーバード大学内の研究現場に資金を提供するだけでなく、我々のサイエン

スコミュニティを発展させ、人々の健康と医学における課題解決を前進させます。このよう

な提携は創造性の発揮を促進し、治療を必要としている患者さんに利益をもたらす迅速な

イノベーションの推進へと繋がります」と述べています。 

アステラス製薬の研究本部長である岩井晃彦は、「この幅広い戦略的研究提携体制の

確立により、ハーバード大学とのさらなる協力関係が構築されることを嬉しく思います。アス

テラス製薬は、科学の進歩を患者さんの価値に変えるために、世界的レベルの機関と英知

が集うボストンエリアのライフサイエンス エコシステムに長年にわたり深く関わってきました。
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今回の研究提携を通じて、自社戦略に合致した最先端の科学イノベーションを研究開発パ

イプラインに組み込むことを目指して、研究初期から臨床までの幅広い創薬研究の加速に

取り組んでいきます」と述べています。 

本提携は、ハーバード大学の研究所が新型コロナウイルス感染症の感染拡大による混

乱から通常の共同研究活動に復帰した際に、今後の研究協力に対して極めて重要な支援

の基盤を提供するものとなります。アステラス製薬からの研究提案の募集はハーバード大

学の研究所内で広く周知され、後日、研究プロジェクトが選考されます。アステラス製薬と

ハーバード大学は、現下の困難な状況にあっても新たな共同研究機会を探索するべきで

あるとの決意をもって活動に取り組んでまいります。 

以上 

ハーバード大学 Office of Technology Developmentについて 

ハーバード大学 Office of Technology Development (OTD)は、イノベーションを促進し、ハーバード大学で創

出された新しい発明を社会にとって有益な製品に繋げることにより、公共の利益を追求します。スポンサー研究

や企業提携、知的財産管理、およびベンチャー創出とライセンス供与による技術の商業化によって大学の技術

開発を推進しています。過去 5年間で 70を超えるスタートアップ企業がハーバード大学の技術を商業化するた

めに立ち上げられ、調達された資金は総額 25 億ドルを超えています。さらに産学間のギャップを埋めるために、

OTDは Blavatnik Biomedical Acceleratorや Physical Sciences & Engineering Acceleratorを管理していま

す。詳細については、（https://otd.harvard.edu）をご覧ください。 

アステラス製薬株式会社について 

アステラス製薬は、東京に本社を置き、「先端・信頼の医薬で、世界の人々の健康に貢献する」ことを経営理念

に掲げる製薬企業です。アステラス製薬の詳細については、（https://www.astellas.com/jp/）をご覧ください。 

 

注意事項 

このプレスリリースに記載されている現在の計画、予想、戦略、想定に関する記述およびその他の過去の事実

ではない記述は、アステラス製薬の業績等に関する将来の見通しです。これらの記述は経営陣の現在入手可

能な情報に基づく見積りや想定によるものであり、既知および未知のリスクと不確実な要素を含んでいます。さ

まざまな要因によって、これら将来の見通しは実際の結果と大きく異なる可能性があります。その要因としては、

（i）医薬品市場における事業環境の変化および関係法規制の改正、（ii）為替レートの変動、（iii）新製品発売の

遅延、（iv）新製品および既存品の販売活動において期待した成果を得られない可能性、（v）競争力のある新薬

を継続的に生み出すことができない可能性、（vi）第三者による知的財産の侵害等がありますが、これらに限定

されるものではありません。また、このプレスリリースに含まれている医薬品（開発中のものを含む）に関する情

報は、宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。 

 

 

 

 



 

3 
 

お問い合わせ先： 

アステラス製薬株式会社 

コーポレート・アドボカシー&リレーション部 

TEL: 03-3244-3201 FAX: 03-5201-7473 

Harvard Office of Technology Development 

Caroline Perry, caroline_perry@harvard.edu 




